
作成日 :2024年 5月 23日

兵庫県立がんセンター診療を受けられる
LEL様ヘ

当院では、下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

本研究の対象者に該当する可能性のある方につきまして、患者様またはその代理人の方が情報を研

究目的に利用されることをご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先ま

でお申し出<ださい。その場合でも患者様に不利益が生じることはありません。

① 対象者 2017年 1月～2022年 12月までに食道扁平上皮癌に対して粘膜下層剥離
術 (ESD)が施行され、かつ ESDを施行するまで抗血小板薬 (チエノピリ
ジン誘導体・アスピリン)を服用していた患者さん

② 研究課題名 抗血小板薬内服患者における食道 ESDの後出血等の偶発症に関する多施設
共同後ろ向き観察研究

③実施予定期間 倫理審査委員会承認日 ～   2025   年  」2 月
③ 実施機関 静岡がんセンター、他20施設 (詳細は⑩実施機関名称と研究分担者を参照)

⑤研究代表者 氏名 小野裕之 所属 静岡がんセンター 内視鏡科

⑥当院の研究代表者 氏名 山本佳宣 所属 兵庫県立がんセンター 消イヒ器内科

⑦使用する検体0データ 診療録、内視鏡画像・所見記録、病理所見など

③他機関への提供 有

⑨提供先の責任者 氏名 小野裕之 所属 静岡がんセンター 内視鏡科

⑩目的 食道扁平上皮癌に対して食道 ESDを施行した抗血小板薬 (チエノピリジン
誘導体・アスピリン)内服患者さんの後出血割合及びリスク因子について明

らかにすることを目的としています。

①方法 本研究は、診療録などの既存の情報のみを用いた、多施設で行う観察研究で

す。当院に保管されている対象患者さんの診療情報 (診療録、内視鏡画像 0

所見記録、病理所見)を収集します。診療情報は加工して匿名化を行い、セ

キュリティに配慮した上で提供先機関 (静岡がんセンター)に送付され、検

討を行います。

⑫倫理審査 倫理審査委員会承認日    1 2023  年  12 月  20 日
⑬公表 研究成果は学会や医学論文などに発表されることがあります。

⑭プライバシー 本研究では、名前・住所 0電話番号等の個人情報は使用しません。

⑮知的財産権 知的財産に関する権利 (特許権等)は、兵庫県立がんセンターの規程に従つ

て取り扱います。

⑩利益相反 本研究は企業との共同研究ではな <、 企業からの資金提供もありません。

①資料の参照 本研究について詳し<知りたい場合は、下記問い含わせ先までご連絡<ださ
い 。

⑬問い合わせ 連絡先 1櫛田早絵子 電話 1 078-929-1151(内線 8176)

本研究のノウハウやアイデアに関する情報については/Ak開できませんのでご了承下さい。
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お問い合わせ内容をお伺いいたします。

後日、あらためて研究者より直接回答いたします。

⑩実施機関名称と研

究分担者

静岡県立静岡がんセンター (小野裕之、山本陽一)

福島県立医科大学附属病院 (ヨ 1地拓人、柳田拓実)

栃木県立がんセンター (小西潤)

埼玉県立がんセンター (依田雄介)

国立がん研究センター東病院 (門田智裕)

国立がん研究センター中央病院 (阿部清―郎、魚住健志)

がん研有明病院 (由雄敏之)

N丁丁東日本関東病院 (大圃研、加納由貴)

慶應義塾大学病院 (松浦倫子)

東京慈恵会医科大学附属病院 (土橋昭)

東京都立墨東病院 (野坂崇仁)

静岡県立総合病院 (増丼雄一、加島弘崇)

大阪国際がんセンター (吉丼俊輔、谷泰弘、藤本裕大)

大阪医科薬科大学病院 (岩坪太郎)

大阪市立総合医療センター (根引浩子、坂田侑平)

日赤和歌山医療センター (岩上裕吉)

兵庫県立がんセンター (山本佳宣、櫛田早絵子)

明石市立市民病院  (安田剛士)

岡山大学病院 (平丼亮佑)

広島大学病院 (卜部祐司)

神奈川県立がんセンター (滝沢耕平、塩月一生)

本研究のノウハウやアイデアに関する情報については公開できませんのでご了承下さい。

(兵庫県立がんセンター院長)


